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【方法】山形県高畠町の 40歳以上の男女 1601人（男性 710人、女性 891人、平均年齢
61.9 歳)を対象に質問票を用いて食生活や身体活動について調査した。食生活については
簡易型自記式食事歴法質問票を、身体活動については日本動脈硬化予防研究基金統合研究






での身体活動量(METs×時間) は有意に少なかった（非肥満群 9.0±8.2 vs 11.3±9.3 
P=0.025、肥満群 9.0±7.9 vs11.6±9.4 P=0.017）。多重ロジスティック回帰分析でも仕事
での身体活動量は危険因子の重積と有意に関係しており、それはエネルギー摂取量などの
交絡因子で補正しても有意であり、その 1METs×時間あたりのオッズ比は非肥満群では
0.970 （95%信頼区間 0.944-0.997 P=0.032）、肥満群では 0.962（95％信頼区間
0.926-0.999 P=0.043）であった。同様の傾向は非肥満女性でも認められた。 
【結語】日本人男性において動脈硬化性疾患の危険因子が重積する群は非肥満か肥満かに
係わらず、重積しない群に比べエネルギーの過剰摂取ではなく身体活動量が少ないという
ことがリスクになっていた。動脈硬化性疾患危険因子の重積予防には日常生活での活動量
の増加が有用と思われる。 
 
